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は
じ
め
に

　
『
日
本
書
紀
』（
以
下
、
紀
）
は
な
ぜ
歌
を
記
す
の
か
と
い
う
問
い
に
、

答
え
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。『
古
事
記
』（
以
下
、
記
）
で
は
こ
の
課
題
に

つ
い
て
小
考
を
重
ね
て
き
た
が（
１
）、
あ
ら
た
め
て
紀
に
お
い
て
考
察
す
る
。

紀
の
三
〇
巻
中
二
一
巻
に
一
二
八
首
の
歌
が
記
載
さ
れ
る
か
ら
、
歌
重
視

の
編
纂
方
針
が
紀
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
歌
の
記
載
は

個
々
の
記
事
で
事
情
が
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
い
は
個
別
の
事

例
か
ら
全
体
に
及
ぶ
べ
き
で
、
こ
こ
で
は
顕
宗
即
位
前
紀
の
「
歌
」
を
前

日
本
書
紀
の
歌
と
歴
史
叙
述

─
顕
宗
即
位
前
紀
の
「
室
寿
」「
歌
」「
誥
」
─

居
駒
永
幸

後
の
記
述
と
と
も
に
取
り
上
げ
る
。

　

そ
れ
は
播
磨
国
赤
石
郡
に
身
を
隠
す
億
計
・
弘
計
（
以
下
、
オ
ケ
・
ヲ

ケ
）
の
兄
弟
二
王
が
伊
予
来
目
部
小
楯
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
場
面
で
あ

る
。
新
室
の
祝
宴
で
ヲ
ケ
王
が
「
室
寿
」
を
奏
上
し
、「
歌
」
を
詠
む
。

続
い
て
、
自
分
は
市
辺
押
磐
皇
子
の
子
孫
だ
と
「
誥
」
び
て
告
げ
る
。「
室

寿
」
と
二
つ
の
「
誥
」
は
和
文
で
訓
ま
せ
る
た
め
の
訓
字
中
心
の
表
記
と

な
っ
て
い
る
。
漢
文
で
記
述
す
る
紀
の
中
に
あ
っ
て
、
和
文
が
続
く
の
は

極
め
て
異
例
で
あ
る
。
こ
の
異
例
に
こ
そ
紀
の
「
歌
」
観
と
歴
史
叙
述
の

方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
顕
宗
即
位
前
紀
を
取
り
上
げ
る
理

由
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
。
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一
、
顕
宗
即
位
前
紀
の
構
成

　

顕
宗
紀
の
即
位
前
紀
は
か
な
り
長
い
。歴
代
天
皇
と
は
大
き
く
異
な
る
、

即
位
を
め
ぐ
る
特
別
な
経
緯
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
前
後
の
事
柄

も
含
め
て
、
紀
の
関
連
記
事
を
掲
げ
て
み
る
。

雄
略
紀

即
位
前
紀

安
康
三
年
十
月
、
雄
略
天
皇
が
市
辺
押
磐
皇
子
を
近
江
の
来
田
綿
の

蚊
屋
野
で
殺
害
。

清
寧
紀

二
年
十
一
月
、
伊
予
来
目
部
小
楯
が
縮
見
屯
倉
首
忍
海
部
造
細
目
の

新
室
で
二
王
を
発
見
。

顕
宗
紀

即
位
前
紀

安
康
三
年
十
月
、
市
辺
押
磐
皇
子
が
雄
略
天
皇
に
殺
害
さ
れ
る
。
二

王
は
播
磨
国
赤
石
郡
に
遁
れ
、
丹
波
小
子
と
称
し
て
縮
見
屯
倉
首
に

仕
え
る
。

清
寧
二
年
十
一
月
、
来
目
部
小
楯
が
縮
見
屯
倉
首
の
新
室
祝
い
で
秉

燭
を
し
て
い
た
二
王
を
発
見
。（
ヲ
ケ
王
の
「
室
寿
」「
歌
」
紀
83
、

「
誥
」）

同　

三
年
正
月
、
二
王
を
宮
中
に
迎
え
入
れ
る
。

同　
　
　

四
月
、
オ
ケ
王
を
皇
太
子
、
ヲ
ケ
王
を
皇
子
と
す
る
。

同　

五
年
正
月
、
清
寧
天
皇
崩
御
。
二
王
、
天
皇
位
を
譲
り
合
う
。

二
王
の
姉
飯
豊
青
皇
女
、
忍
海
角
刺
宮
で
臨
朝
秉
政
し
、
忍
海
飯
豊

青
尊
と
称
す
。（
当
世
詞
人
の
歌
「
倭
辺
に
」
紀
84
）

同　
　
　

十
一
月
、
飯
豊
青
尊
崩
。

元
年
正
月
、
ヲ
ケ
王
即
位
。

　
　

二
月
、
置
目
老
嫗
、
市
辺
押
磐
皇
子
の
骨
の
所
在
を
教
え
る
。

　

二
王
の
父
市
辺
押
磐
皇
子
は
安
康
が
「
後
事
」
を
託
し
た
皇
位
継
承
者

ゆ
え
に
、
雄
略
天
皇
に
殺
害
さ
れ
た
と
雄
略
紀
は
証
言
す
る
。
清
寧
紀
で

は
二
王
が
逃
避
先
の
播
磨
国
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
記
述
す
る
。
そ
れ
を

受
け
て
顕
宗
即
位
前
紀
が
始
ま
る
。
紀
の
巻
十
五
は
清
寧
・
顕
宗
・
仁
賢

の
三
代
の
天
皇
紀
を
収
め
る
が
、
兼
右
本
の
行
数
で
は
清
寧
七
四
、
顕
宗

二
〇
七
、
仁
賢
七
四
と
な
っ
て
お
り
、
顕
宗
紀
の
う
ち
一
〇
六
行
が
即
位

前
紀
で
も
っ
と
も
分
量
が
多
い
。
ヲ
ケ
天
皇
の
即
位
が
い
か
に
重
点
的
に

書
か
れ
た
か
を
物
語
る
。

　

上
記
の
安
康
三
年
十
月
か
ら
清
寧
五
年
十
二
月
ま
で
の
記
述
が
顕
宗
即

位
前
紀
で
あ
る
が
、
最
初
に
ヲ
ケ
天
皇
が
大
兄
去
来
穂
別
天
皇
（
履
中
）
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の
孫
、
市
辺
押
磐
皇
子
の
子
で
、
母
は
荑
媛
と
す
る
系
譜
を
載
せ
る
。
細

注
で
「
譜
第（
２
）」

を
付
し
、「
飯
豊
女
王
、
亦
の
名
は
忍
海
部
女
王
」
を
オ
ケ
・

ヲ
ケ
二
王
の
妹
と
し
、
譜
第
の
一
本
で
は
「
飯
豊
女
王
」
を
姉
と
す
る
。

こ
の
系
譜
は
「
青
海
皇
女　

一
曰
、
飯
豊
皇
女
」
を
市
辺
押
磐
皇
子
の
妹

と
す
る
履
中
紀
の
系
譜
と
異
な
る
。
履
中
記
や
清
寧
記
の
系
譜
も
履
中
紀

と
同
じ
で
あ
る
。

　

顕
宗
即
位
前
紀
に
お
い
て
、
オ
ケ
・
ヲ
ケ
二
王
と
飯
豊
女
王
が
兄
妹
、

あ
る
い
は
姉
弟
と
す
る
異
伝
を
示
す
の
は
な
ぜ
か
。そ
れ
は
オ
ケ
・
ヲ
ケ
・

飯
豊
女
王
の
王
朝
が
父
市
辺
押
磐
皇
子
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
強
調
す
る
意

図
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
譜
第
の
一
本
は
顕
宗
即
位
前
紀
、
清
寧
五
年

正
月
の
「
天
皇
姉
飯
豊
青
皇
女
」
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
、
顕
宗
紀
以
下

に
は
市
辺
押
磐
皇
子
の
子
女
た
ち
が
朝
政
を
担
う
と
す
る
認
識
と
と
も

に
、
名
告
り
の
「
於
市
辺
宮
治
天
下
、
天
万
国
万
押
磐
尊
」
に
つ
な
が
る
、

市
辺
押
磐
皇
子
を
「
先
王
」（
先
代
の
天
皇
）
と
す
る
認
識
が
紀
編
纂
者

に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。諸
家
の
系
譜
で
あ
る
譜
第
を
持
ち
出
し
た
の
は
、

市
辺
押
磐
皇
子
を
神
聖
化
す
る
作
業
の
一
環
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

譜
第
の
一
本
に
基
づ
く
「
天
皇
姉
飯
豊
青
皇
女
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
顕
宗
即
位
前
紀
に
は
そ
れ
以
前
の
天
皇
紀
と
異
な
る
記
述
が
見
て
取

れ
る
。
清
寧
二
年
十
一
月
に
二
王
を
「
秉
燭
者
」
と
記
す
点
で
あ
る
。
二

王
発
見
の
時
、
す
で
に
父
の
死
か
ら
二
十
六
年
が
経
過
し
、
事
件
当
時
の

「
丹
波
小
子
」
は
「
秉
燭
者
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
編
年
体
の
紀
で
は
壮

年
の
「
秉
燭
者
」
に
な
り
、
ヲ
ケ
王
の
言
葉
に
「
避
乱
於
斯
、
年
踰
数
紀
」

と
あ
る
の
は
こ
の
紀
年
に
見
合
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
清
寧
紀
二
年
十
一
月
条
で
は
、
二
王
発
見
の
際
に「
畏
敬

兼
抱
、
思
奉
為
君
、
奉
養
甚
謹
」、「
両
児
」
と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
小
子

と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
清
寧
記
に
「
焼
火
少
子
二
口
」、『
播
磨

国
風
土
記
』
も
「
二
子
等
令
燭
」
と
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。『
古
事
記
伝
』

は
早
く
に
こ
の
矛
盾
を
指
摘
し
て
お
り（
３
）、小

子
と
す
る
清
寧
記
・
紀
や『
播

磨
国
風
土
記
』
の
意
図
は
オ
ケ
・
ヲ
ケ
説
話
の
根
幹
に
関
わ
る
は
ず
で
あ

る（
４
）。

　

顕
宗
即
位
前
紀
は
明
ら
か
に
清
寧
紀
と
異
な
る
紀
年
で
書
か
れ
て
い

る
。
説
話
の
枠
組
み
も
一
部
変
え
て
新
た
な
歴
史
的
視
点
を
導
入
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
言
え
ば
、
市
辺
押
磐
皇

子
に
始
ま
る
オ
ケ
・
ヲ
ケ
王
朝
の
歴
史
叙
述
を
目
指
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
の
核
心
部
分
に
ヲ
ケ
王
の
「
室
寿
」「
歌
」「
誥
」
が
出
て
く
る

こ
と
は
、
踏
ま
え
て
お
く
べ
き
必
須
の
前
提
と
な
る
。

二
、「
室
寿
」「
歌
」「
誥
」
の
詞
章
と
表
記

　

顕
宗
即
位
前
紀
の
清
寧
二
年
十
一
月
条
に
ヲ
ケ
王
の「
室
寿
」「
歌
」「
誥
」
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が
記
さ
れ
る
の
だ
が
、
父
市
辺
押
磐
皇
子
に
始
ま
る
オ
ケ
・
ヲ
ケ
王
朝
と

い
う
新
た
な
歴
史
的
視
点
は
「
室
寿
」
以
下
の
記
載
と
深
く
関
係
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
ま
ず
、
前
後
の
記
述
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
詞
章
の
表

記
を
掲
げ
る
。

屯
倉
首
語
小
楯
曰
、
僕
見
此
秉
燭
者
、
貴
人
而
賤
己
、
先
人
而
後
己
。

恭
敬
撙
節
。
退
譲
以
明
禮
。
撙
者
尚
趍
也
。
相
従
也
。
止
也
。
可
謂
君
子
。

於
是
、
小
楯
撫
絃
、
命
秉
燭
者
曰
、
起
儛
。
於
是
、
兄
弟
相
譲
、
久

而
不
起
。
小
楯
嘖
之
曰
、
何
為
太
遲
。
速
起
儛
之
。
億
計
王
起
儛
既

了
。
天
皇
次
起
、
自
整
衣
帯
、
爲
室
壽
曰
、

①�

築
立
稚
室
葛
根
、
築
立
柱
者
、
此
家
長
御
心
之
鎮
也
。
取
擧
棟
梁

者
、
此
家
長
御
心
之
林
也
。
取
置
椽
橑
者
、
此
家
長
御
心
之
齊
也
。

取
置
蘆
萑
者
、
此
家
長
御
心
之
平
也
。
蘆
萑
、
此
云
哀
都
利
。
萑
音
之

潤
反
。
取
結
縄
葛
者
、
此
家
長
御
壽
之
堅
也
。
取
葺
草
葉
者
、
此

家
長
御
富
之
餘
也
。
出
雲
者
新
墾
、
々
々
之
十
握
稻
之
穂
、
於
淺

甕
醸
酒
、
美
飮
喫
哉
。
美
飮
喫
哉
、
此
云
于
魔
羅
儞
烏
野
羅
甫
屡
柯
倭
。

吾
子
等
。子
者
、
男
子
之
通
稱
也
。
脚
日
木
此
傍
山
、
牡
鹿
之
角 

牡
鹿
、

此
云
左
烏
子
加
。
擧
而
吾
儛
者
、
旨
酒
餌
香
市
不
以
直
買
、
手
掌
憀

亮 

手
掌
摎
亮
、
此
云
陀
那
則
擧
謀
耶
羅
々
儞
。
拍
上
賜
、
吾
常
世
等
。

壽
畢
乃
赴
節
歌
曰
、

②�

伊
儺
武
斯
盧　

呵
簸
泝
比
野
儺
擬　

寐
逗
喩
凱
麼　

儺
弭
企
於
己

陀
智　

曽
能
泥
播
宇
世
儒

小
楯
謂
之
曰
、
可
怜
。
願
復
聞
之
。
天
皇
遂
作
殊
儛
。
殊
儛
、
古
謂
之

立
出
儛
。
立
出
、
此
云
陀
豆
。
儛
状
者
乍
起
乍
居
而
儛
之
。
誥
之
曰
、

③
倭
者
彼
々
茅
原
、
淺
茅
原
弟
日
、
僕
是
也
。

小
楯
由
是
、
深
奇
異
焉
。
更
使
唱
之
。
天
皇
誥
之
曰
、

④�

石
上
振
之
神
榲
、
榲
、
此
云
須
擬
。
伐
本
截
末
、
伐
本
截
末
、
此
云
謨

登
岐
利
須
衛
於
茲
波
羅
比
。
於
市
邉
宮
治
天
下
、
天
萬
國
萬
押
磐
尊

御
裔
、
僕
是
也
。

小
楯
大
驚
、
離
席
悵
然
再
拝
、
承
事
供
給
、
率
屬
欽
伏
。
於
是
、
悉

發
郡
民
造
宮
。
不
日
權
奉
安
置
。
乃
詣
京
都
、
求
迎
二
王
。
白
髪
天

皇
、
聞
憙
咨
歎
曰
、
朕
無
子
也
。
可
以
爲
嗣
、
與
大
臣
大
連
、
定
策

禁
中
。
仍
使
播
磨
國
司
來
目
部
小
楯
、
持
節
、
將
左
右
舎
人
、
至
赤

石
奉
迎
。

　

①
が
「
室
寿
」、
②
が
「
歌
」、
③
④
が
「
誥
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表

記
が
前
後
の
漢
文
体
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
そ
れ
を
具
体
的
に
見
て

お
こ
う
。

　

①
は
表
記
上
、「
築
立
」
か
ら
「
余
也
」
ま
で
の
前
半
部
と
「
出
雲
」

か
ら
最
後
の
「
吾
常
世
等
」
ま
で
の
後
半
部
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
前
半

部
は
冒
頭
に
「
築
立　

稚
室
葛
根
」
の
句
を
置
い
て
、
以
下
「
Ａ
者
、
此

Ｂ
之
Ｃ
也
」の
形
式
で
六
回
く
り
返
さ
れ
る
。一
回
目
の
Ａ
１「
築
立　

柱
」
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が
「
ツ
キ
タ
ツ
ル　

ハ
シ
ラ
」
と
訓
読
さ
れ
る
こ
と
は
、
Ａ
４
の
「
蘆
萑
」

に
「
哀
都
利
」
の
訓
注
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る（
５
）。

Ｂ
は
す

べ
て
「
家
長
」
で
、
図
書
寮
本
・『
釈
日
本
紀
』（
以
下
、
釈
紀
）
の
傍
訓

に
イ
ヘ
キ
ミ
と
あ
る
こ
と
か
ら
古
訓
と
認
め
ら
れ
る
。
Ｃ
１
の
「
鎮
」
は

図
書
寮
本
・
釈
紀
の
傍
訓
に
シ
ツ
マ
リ
の
古
訓
が
あ
り
、
以
下
Ｃ
６
「
餘
」

の
ア
マ
リ
ま
で
和
語
で
訓
読
す
べ
き
本
文
で
あ
る
。
後
半
部
に
も
三
箇
所

に
訓
注
が
あ
る
。「
新
墾
、
々
々
之
十
握
稻
之
穂
」
に
見
ら
れ
る
「
～
之

～
之
～
」
は
和
語
の
表
記
と
し
て
よ
く
見
ら
れ
、「
脚
日
木
」
に
は
一
字

一
音
表
記
も
用
い
て
い
る
。
①
は
和
文
と
し
て
書
か
れ
た
表
記
で
、
そ
れ

ら
は
「
室
寿
」
の
口
誦
詞
章
と
し
て
訓
ま
れ
る
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

　

②
は
す
べ
て
一
字
一
音
表
記
で
、
記
・
紀
に
共
通
す
る
「
歌
」
の
表
記

法
で
あ
る
。
記
・
紀
が
歌
に
な
ぜ
一
字
一
音
表
記
を
採
用
し
た
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
後
に
考
え
る
と
し
て
、
記
・
紀
が
成
立
し
た
和
銅
か
ら

養
老
の
時
代
に
『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
音
訓
交
用
表
記
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
両
書
は
一
字
一
音
表
記
を
採
用
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
記
・

紀
に
「
歌
」
に
対
す
る
明
確
な
認
定
基
準
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
は
音
数
律
で
あ
ろ
う
。
②
の
場
合
は
短
歌
体
で
あ
る
。
追
い
込
み
で

漢
字
が
羅
列
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歌
と
し
て
読
め
た
の
は
五
・
七
音

の
音
数
律
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
同
時
に
、
歌
は
一
字
一
音
表
記
を

と
る
こ
と
で
、
漢
文
体
や
①
の
よ
う
な
訓
字
中
心
の
日
本
語
文
、
す
な
わ

ち
和
文
表
記
か
ら
明
確
に
区
別
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

③
④
も
和
文
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
③
の
「
彼
彼
」
は
図
書
寮
本
に

ソ
ソ
の
傍
訓
が
あ
り
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
』
に
表
意
文
字

と
訓
仮
名
の
二
説
を
挙
げ
る
が
、
草
の
葉
が
そ
よ
そ
よ
と
鳴
る
擬
声
語
を

表
わ
す
乙
類
の
正
訓
字
と
す
る
の
が
正
当
で
あ
る（
６
）。「
茅
原
／
浅
茅
原
／

弟
日
／
僕
」
に
つ
な
ぎ
の
助
詞
が
な
く
、「
～
チ
ハ
ラ
～
チ
ハ
ラ
」
に
は

口
誦
性
と
と
も
に
呪
的
な
響
き
が
読
み
取
れ
る
。

　

④
に
は
二
箇
所
に
訓
注
が
あ
る
。「
石
上
振
之
神
榲
」
は
『
万
葉
集
』

に
「
石
上
振
乃
神
杉
」（
10
・
一
九
二
七
）
の
表
記
例
が
あ
り
、「
榲
」
に

訓
注
が
あ
る
の
は
和
語
の
ス
ギ
と
し
て
訓
み
難
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ

ろ
う
か
。「
伐
本
截
末
」
の
訓
注
も
特
に
「
截
」
を
オ
シ
ハ
ラ
ヒ
と
訓
ま

せ
る
た
め
の
施
注
と
見
ら
れ
る
。「
天
万
国
万
」
は
美
称
で
、「
天
万
」
は

孝
徳
天
皇
の
和
風
諡
号
に
「
天
万
豊
日
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ア
メ
ヨ
ロ
ヅ

の
用
字
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
③
④
は
口
誦
の
和

文
と
し
て
訓
読
さ
れ
る
こ
と
を
優
先
し
た
表
記
で
あ
る
。

　

以
上
、「
室
寿
」「
歌
」「
誥
」
の
表
記
を
見
て
き
た
が
、
一
字
一
音
表

記
の
②
は
も
と
よ
り
、
①
③
④
も
前
後
の
正
格
の
漢
文
体
と
は
明
ら
か
に

区
別
さ
れ
る
文
字
列
と
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
和
文
の

語
順
で
書
か
れ
、
漢
文
体
の
倒
置
の
語
順
は
二
箇
所
し
か
な
い
。
①
「
不
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以
直
買
」
と
④
「
伐
本
截
末
」
で
あ
る
が
、
い
ま
触
れ
た
よ
う
に
後
者
に

は
訓
注
が
あ
っ
た
。
①
③
④
は
口
誦
の
和
文
と
し
て
読
め
る
よ
う
に
書
か

れ
た
和
文
体（
７
）の
表
記
と
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
室
寿
」「
誥
」
は
歌
で
は
な
い
に
し

て
も
、
韻
文
的
な
口
誦
詞
章
の
形
態
を
も
つ
。
そ
の
よ
う
な
原
形
を
留
め

る
記
載
資
料
が
①
か
ら
④
の
も
と
に
な
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
も
い
る（
８
）。

①

か
ら
④
の
韻
文
詞
章
は
、
和
文
体
の
表
記
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
「
室
寿
」

「
歌
」「
誥
」
と
し
て
二
王
発
見
の
場
面
に
記
述
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

三
、
日
本
書
紀
の
韻
文
詞
章

　

正
格
の
漢
文
体
で
書
か
れ
た
紀
の
中
で
、
歌
以
外
に
韻
文
詞
章
は
存
在

す
る
の
か
。
紀
で
は
和
語
や
和
文
は
基
本
的
に
漢
文
に
翻
訳
し
て
記
述
さ

れ
る
の
で
、
和
文
の
表
記
を
と
る
韻
文
詞
章
は
記
載
さ
れ
な
い
と
思
っ
て

し
ま
う
が
、
い
く
つ
か
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
例
と
比

較
し
な
が
ら
、①
③
④
の
詞
章
と
表
記
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
み
る
。

ⅰ
神
代
紀
下
、
第
十
段

貧
窮
之
本
、
飢
饉
之
始
、
困
苦
之
根
（
一
書
第
一
）

貧
鉤
、
滅
鉤
、
落
薄
鉤
（
一
書
第
二
）

大
鉤
、
踉

鉤
、
貧
鉤
、
癡
騃
鉤
（
一
書
第
三
）

汝
生
子
八
十
連
屬
之
裔
、
貧
鉤
、
狹
狹
貧
鉤
（
一
書
第
四
）

ⅱ
崇
神
紀
六
十
年
七
月

玉
菨
鎮
石
。
出
雲
人
祭
、
眞
種
之
甘
美
鏡
。
押
羽
振
、
甘
美
御
神
、

底
寶
御
寶
主
。
山
河
之
水
泳
御
魂
。
静
挂
、
甘
美
御
神
、
底
寶
御
寶

主
也
。
菨
、
此
云
毛
。

ⅲ
垂
仁
紀
二
十
五
年
三
月

是
神
風
伊
勢
國
、
則
常
世
之
浪
重
浪
歸
國
也
。
傍
國
可
怜
國
也
。

ⅳ
神
功
摂
政
前
紀
・
仲
哀
九
年
三
月

神
風
伊
勢
國
之
百
傳
度
逢
縣
之
拆
鈴
五
十
鈴
宮
所
居
神
、
名
撞
賢
木

嚴
之
御
魂
天
疎
向
津
媛
命
焉
。

幡
荻
穂
出
吾
也
、
於
尾
田
吾
田
節
之
淡
郡
所
居
神
之
有
也
。

於
天
事
代
於
虚
事
代
玉
籤
入
彦
嚴
之
事
代
神
有
之
也
。

於
日
向
國
橘
小
門
之
水
底
所
居
、而
水
葉
稚
之
出
居
神
、名
表
筒
男
・

中
筒
男
・
底
筒
男
神
之
有
也
。

ⅴ
履
中
紀
五
年
九
月

劒
刀
太
子
王
也
。

鳥
往
来
羽
田
之
汝
妹
者
、
羽
狭
丹
葬
立
往
。
汝
妹
、
此
云
儺
邇
毛
。

狭
名
来
田
蒋
津
之
命
、
羽
狭
丹
葬
立
往
也
。

ⅵ
仁
賢
紀
六
年
是
秋

於
母
亦
兄
、
於
吾
亦
兄
。
弱
草
吾
夫

怜
矣
。言
於
母
亦
兄
、
於
吾
亦
兄
、
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此
云
於
慕
尼
慕
是
、
阿
例
尼
慕
是
。
言
吾
夫

怜
矣
、
此
云
阿
我
圖
摩
播
耶
。
言

弱
草
、
謂
古
者
以
弱
草
喩
夫
婦
。
故
以
弱
草
爲
夫
。

　

ⅰ
は
弟
の
彦
火
火
出
見
尊
が
兄
の
火
酢
芹
命
に
釣
鉤
を
返
す
と
き
の
ト

ゴ
ヒ
（「
詛
言
」）
で
あ
る
。
ト
ゴ
ヒ
は
相
手
を
呪
う
言
葉
で
呪
詛
と
も
言

い
、
呪
言
の
一
種
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。「
貧
鉤
」「
滅
鉤
」
な
ど
の
呪
言

に
は
相
手
を
辛
苦
さ
せ
る
霊
力
が
あ
り
、そ
の
根
源
的
な
力
は「
本
」「
始
」

「
根
」
と
言
い
表
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
呪
言
が
和
語
で
あ
る
こ
と
は
「
踉

鉤
」「
癡
騃
鉤
」
の
訓
注
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。「
～
ヂ
～
ヂ
～
ヂ
」
の

列
挙
に
は
呪
文
の
よ
う
な
響
き
が
あ
る
。

　

ⅱ
は
丹
波
の
氷
上
の
人
、氷
香
戸
辺
の
子
が「
自
然
に
」言
っ
た
と
す
る

言
葉
で
あ
る
。
後
文
で
は
小
児
の
言
葉
ら
し
く
な
い
の
で
、
神
の
「
託と
き
こ
と言

」

（
託
宣
）
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。
出
雲
臣
が
神
宝
を
貢
上
し
、
出

雲
の
大
神
を
祭
ら
な
く
な
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
出
雲

の
大
神
の
託
宣
と
解
さ
れ
る
。「
甘う
ま
し美
」
と
い
う
称
辞
が
重
出
す
る
の
で
、

出
雲
の
神
宝
を
寿
ぐ
呪
詞
で
あ
り
、
そ
の
神
宝
を
出
雲
に
戻
し
て
祭
る
よ

う
に
託
宣
す
る
内
容
で
あ
ろ
う
。
ⅱ
の
表
記
は
漢
文
体
と
は
ま
っ
た
く
異

質
で
、
正
訓
字
の
和
語
を
列
挙
す
る
和
文
体
と
言
う
べ
き
表
記
法
が
見
ら

れ
る
。
和
語
の
列
挙
と
い
う
点
で
は
ⅰ
に
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

「
押お

し
羽は

振ふ

る
」「
静し
づ

挂か

か
る
」
と
い
う
、
ご
神
体
で
あ
る
鏡
を
形
容
す

る
枕
詞
的
称
辞
を
伴
っ
て
、「
甘
美
御
神
、
底
宝
御
宝
主
」
を
対
句
的
に

く
り
返
す
と
こ
ろ
は
修
辞
を
備
え
た
韻
文
詞
章
と
言
っ
て
よ
い（

９
）。
こ
の
表

記
は
「
託つ
き

言こ
と

」
と
し
て
訓
ま
れ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ⅲ
と
ⅳ
は
い
ず
れ
も
神
託
で
あ
る
。
ⅲ
は
天
照
大
神
が
倭
姫
命
に
依
り

憑
い
て
言
わ
せ
た
言
葉
で
、
伊
勢
国
の
国
讃
め
詞
章
で
あ
る
。「
神か
む

風か
ぜ

の
」

は
伊
勢
の
枕
詞
、「
常と
こ

世よ

の
浪な
み

の
重し
き

浪な
み

帰よ

す
る
国
」
は
「
伊
勢
国
風
土
記

逸
文
」
に
も
類
句
が
見
ら
れ
、
固
定
的
な
称
辞
で
あ
る
。
訓
字
か
ら
な
る

和
語
の
表
記
と
言
え
る
。
ⅳ
は
神
功
皇
后
が
神
降
ろ
し
を
し
て
得
た
神
の

言
葉
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
「
神か
む

風か
ぜ

の
」「
百も
も

伝づ
た

ふ
」「
拆さ
く

鈴す
ず

」「
幡は
た
す
す
き荻」

の

枕
詞
が
見
ら
れ
、
称
辞
を
重
ね
る
神
名
や
「
水み
な

葉は

も
稚わ
か
やけ
く
出い

で
居ま

す
」

な
ど
の
祝
詞（
例
え
ば
出
雲
国
造
神
賀
詞
の「
い
や
若
え
に
御
若
え
坐
し
」）

に
通
じ
る
神
の
形
容
に
は
韻
律
的
な
詞
章
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
正

訓
字
を
用
い
て
和
語
の
語
順
で
表
記
さ
れ
る
。

　
ⅴ
は
風
の
音
の
よ
う
に
「
大お
ほ

虚そ
ら

に
呼よ
ば

ふ
」
と
あ
る
の
で
、
天
上
か
ら
の

神
の
言
葉
で
あ
る
。「
剣つ
る
ぎ
た
ち刀」
は
「
身
」「
磨
ぐ
」「
名
・
汝
」
な
ど
に
か

か
る
枕
詞
と
し
て
万
葉
歌
に
多
用
さ
れ
る
。「
太
子
王
」
へ
の
続
き
方
は

不
明
で
、
枕
詞
の
未
分
化
な
状
態
を
留
め
る
皇
太
子
の
呼
称
と
し
て
異
例

の
表
現
で
あ
る（

（1
（

。
次
の
「
鳥
往か
よ
ふ来
ふ
」
は
「
羽
田
」
に
か
か
る
枕
詞
で
、

「
汝
妹
」
に
は
ナ
ニ
モ
の
訓
注
が
あ
り
、
和
語
で
訓
む
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。
羽
田
矢
代
宿
禰
の
女
黒
媛
が
葬
送
さ
れ
た
と
、
大
声
で
言
う
の
が

聞
こ
え
、ま
た
黒
媛
の
別
称
ら
し
き
名
で
葬
送
の
こ
と
が
く
り
返
さ
れ
る
。



日本書紀の歌と歴史叙述─ 301 ─

行
幸
先
の
淡
路
島
に
い
た
天
皇
に
、
神
の
祟
り
に
よ
る
皇
女
の
死
を
神
が

伝
え
る
言
葉
で
あ
っ
た
。「
羽
狭
丹
葬
立
往
」
の
助
詞
ニ
に
「
丹
」
の
仮

名
表
記
を
用
い
、
枕
詞
や
対
句
的
な
詞
句
を
も
つ
と
こ
ろ
は
口
誦
の
韻
文

詞
章
に
近
い
。
神
の
言
葉
に
対
応
す
る
た
め
に
異
質
な
表
記
を
と
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

　

ⅵ
は
高
麗
に
派
遣
さ
れ
た
夫
を
思
い
、
妻
が
泣
い
て
言
っ
た
言
葉
で
あ

る
。
訓
注
が
あ
り
、
ま
た
「
弱
草
」
が
「
夫つ
ま

」
を
意
味
す
る
と
い
う
語
注

も
付
い
て
い
る
。
妻
に
か
か
る
枕
詞
「
若
草
の
」
を
含
む
と
こ
ろ
は
、
韻

律
的
な
要
素
を
も
つ
詞
章
を
和
文
の
表
記
で
書
い
た
も
の
と
言
え
る
。

　

紀
の
中
に
非
漢
文
体
の
表
記
を
見
て
き
た
が
、
神
の
言
葉
で
あ
る
呪
言

や
呪
詞
と
見
な
さ
れ
る
詞
章
に
は
日
本
語
の
語
順
で
和
文
と
し
て
訓
ま
れ

る
表
記
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
言
葉
は
漢
文

に
翻
訳
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
口
誦
の
言
葉
を

書
き
示
す
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
和
語
の
語
順

で
訓
字
表
記
を
と
り
、
訓
注
を
施
し
た
。
そ
れ
ら
の
和
語
・
和
文
の
表
記

に
は
枕
詞
、
対
句
（
語
）、
称
辞
な
ど
の
修
辞
、
音
数
律
や
音
の
重
な
り

と
い
う
韻
律
性
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
要
素
は
呪
言
、
呪
詞
が
も
つ

未
分
化
な
韻
文
詞
章
の
特
徴
と
見
ら
れ
る
。

　

ⅰ
か
ら
ⅵ
に
見
て
き
た
特
徴
は
①
③
④
の
表
記
や
表
現
法
と
重
な
り
合

う
。
つ
ま
り
、
紀
は
非
漢
文
体
の
ⅰ
か
ら
ⅵ
と
同
じ
よ
う
な
表
記
法
で
①

③
④
を
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
室
寿
」「
誥
」
と
い
う
口
誦
の
韻
文

詞
章
と
し
て
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
①
③

④
の
訓
字
表
記
が
、
②
の
一
字
一
音
表
記
と
と
も
に
先
行
資
料
と
し
て

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
①
③
④
の
「
室
寿
」「
誥
」
は
ⅰ
か
ら
ⅵ
の

韻
律
性
や
修
辞
性
に
類
似
ま
た
は
共
通
す
る
韻
文
詞
章
と
見
な
さ
れ
、
和

文
体
と
い
う
異
質
の
表
記
で
記
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の

検
証
か
ら
確
認
で
き
る
。

四
、「
室
寿
」「
歌
」
と
散
文

　

次
に
①
か
ら
④
に
つ
い
て
韻
文
詞
章
の
表
現
内
容
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
散
文
叙
述
と
の
関
係
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
①
「
室
寿
」

と
②
「
歌
」
を
取
り
上
げ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
①
は
表
記
上
、
二
段
に
分
か
れ
る
。
前
半
部
は
新
室

と
そ
の
家
長
を
寿
ぐ
呪
詞
で
、「
柱
」
は
「
家い
へ

長き
み

の
御み
こ
こ
ろ心
の
鎮
し
づ
ま
り」
と
い
う

言
い
方
に
は
柱
と
家
長
の
心
の
鎮
ま
り
を
結
び
つ
け
る
「
融
即
的
認
識（

（1
（

」

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
生
命
的
な
関
係
を
言
う
呪
的
な
表
現
を

意
味
す
る
。
次
の
「
棟
む
ね
う
つ
は
り

梁
」
と
「
心
の
林は
や
し」

は
、
棟
と
梁
が
家
長
の
心
の

繁
栄
・
活
力
を
表
わ
す
。『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
拝
志
郷
に
「
此
処

樹
林
茂
盛
。
尓
時
詔
、「
吾
御
心
之
波
夜
志
」
詔
。
故
云
林
。」
と
あ
る
よ
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う
に
、
樹
林
と
心
の
繁
栄
を
同
一
と
見
る
古
代
的
思
考
法
が
あ
っ
た
。
棟

梁
と
心
の
林
は
呪
的
な
関
係
で
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
以
下
、「
椽は
へ
き橑

」

と
「
心
の
斉
と
と
の
ほ
り」、「

蘆え
つ
り萑

」
と
「
心
の
平
た
ひ
ら
ぎ」、「

縄つ
な
か
づ
ら葛

」
と
「
寿い
の
ち

の
堅か
た
め

」、

「
草か

葉や

」
と
「
富と
み

の
余あ
ま
り」
も
同
様
の
呪
的
な
同
一
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い

る
。
六
回
の
く
り
返
し
も
呪
的
な
表
現
法
で
、
呪
言
の
く
り
返
し
に
よ
っ

て
言
葉
の
霊
力
が
蓄
積
さ
れ
、
寿
祝
が
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
雄
略

記
の
天
語
歌
に
槻
の
葉
が
上
の
枝
か
ら
中
の
枝
、
下
の
枝
へ
と
落
ち
触
れ

て
い
き
、
最
後
に
盞
に
浮
か
ぶ
と
い
う
く
り
返
し
に
よ
っ
て
日
の
御
子
を

最
大
限
に
称
え
る
の
と
同
じ
で
あ
る（

（1
（

。
く
り
返
し
は
「
室
寿
」
の
呪
詞
の

基
本
的
な
構
造
で
、こ
の
構
造
が
韻
文
詞
章
に
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

そ
の
新
室
と
家
長
の
寿
祝
か
ら
酒
宴
の
場
に
転
換
す
る
。
後
半
部
に
な

る
と
、
内
容
だ
け
で
な
く
、
表
記
法
も
変
わ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
こ

こ
で
は
「
出
雲
は
…
…
吾あ

が
子こ

等ど
も

」
と
「
脚あ
し

日ひ

木き

…
…
吾
が
常と
こ

世よ

等た
ち

」
の

二
連
が
対
句
的
に
進
行
し
、
饗
宴
の
酒
や
そ
こ
に
集
う
若
者
と
長
老
た
ち

を
祝
福
す
る
の
で
あ
る
。「
新に
ひ

墾は
り

」
の
く
り
返
し
や
「
脚
日
木
」
の
枕
詞
、

歌
語
の
「
牡さ
を

鹿し
か

」
な
ど
は
、
後
半
部
が
歌
に
近
い
詞
章
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。「
牡
鹿
の
角　

挙さ
さ

げ
て　

吾
が
儛ま

へ
ば
」
は
新
室
の
主
を
寿
ぐ
庭
の

芸
能
と
し
て
の
鹿
踊
り
を
指
す
が
、
散
文
に
「
小
楯
撫
絃
、
命
秉
燭
者
曰
、

起
儛
」
と
あ
る
の
と
呼
応
す
る
。
小
楯
が
琴
を
弾
い
て
舞
っ
た
と
い
う
の

は
、
次
の
歌
の
散
文
「
赴
節
歌
」
に
つ
な
が
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

室
寿
が
終
っ
て
ヲ
ケ
王
が
歌
を
披
露
す
る
。
そ
の
初
句
が
「
伊い

儺な

武む

斯し

盧ろ

」
で
あ
る
。
万
葉
歌
に
も
「
伊い

奈な

牟む

之し

呂ろ　

川
に
向
き
立
ち
」（
８
・

一
五
二
〇
）、「
道
行
き
疲
れ　

伊い

奈な

武む

思し

侶ろ　

敷
き
て
も
君
を
」（
11
・

二
六
四
三
）
の
二
例
が
見
ら
れ
、
イ
ナ
ム
シ
ロ
は
稲
蓆
の
意
で
あ
る
。

②
の
場
合
、
一
五
二
〇
番
歌
と
同
様
、「
川
」
の
枕
詞
と
見
て
よ
い
が
、

そ
の
か
か
り
方
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
②
が
「
稲
蓆
」
で
始
ま
る
と
こ

ろ
に
は
意
味
が
あ
る
。
①
「
室
寿
」
の
「
醸か

め
る
酒
お
ほ
み
き

　

美う
ま
らに

を　

飲や

喫ら

ふ

る
が
ね
」「
手た
な

掌そ
こ

も　

憀や
ら
ら亮

に　

拍う

ち
上
げ
賜た
ま

へ
」
と
い
う
、
美
酒
を
楽

し
む
饗
宴
の
場
を
受
け
、「
吾
が
子
等
」「
吾
が
常
世
等
」
が
座
っ
て
い
る

「
稲
蓆
」
と
う
た
い
始
め
る
句
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
①
か
ら

②
へ
と
連
続
し
、
②
の
「
靡な
び

き
起お

き
立
ち　

そ
の
根
は
失う

せ
ず
」
に
二
王

が
皇
孫
で
あ
る
こ
と
を
含
意
さ
せ
つ
つ
う
た
う
。
こ
の
歌
に
は
二
王
復
権

の
叙
事
が
内
在
す
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

こ
の
歌
で
特
に
重
視
す
べ
き
は
散
文
の「
赴
節
歌
」と
い
う
語
で
あ
る
。

ヲ
ケ
王
が
小
楯
の
弾
く
琴
の
節
に
合
わ
せ
て
う
た
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

が
、
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
①
の
散
文
「
小
楯
撫
絃
」
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
語
の
出
典
に
つ
い
て
は
『
書
紀
集
解
』
が
早
く
に
『
文
選
』
の
「
文

賦
」を
指
摘
し
て
い
る
。そ
れ
も
含
め
て
二
箇
所
の
出
典
を
見
て
み
よ
う
。

或
覧
之
而
必
察
、
或
研
之
而
後
精
、
譬
猶
舞
者
赴
節
以
投
袂
、
歌
者

応
絃
而
声
、
是
蓋
輪
扁
所
不
得
言
、
故
亦
非
華
説
之
所
能
精
。�（
文
賦
）
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冀
東
平
之
樹
、
望
咸
陽
而
西
靡
、
蓋
山
之
泉
、
聞
絃
歌
而
赴
節
。

�

（
重
答
劉
秣
陵
沼
書
）

　

こ
れ
ら
は
琴
の
調
子
や
演
奏
に
合
わ
せ
て
舞
い
、
う
た
う
と
い
う
例
で

あ
り
、
琴
歌
の
調
子
に
泉
が
感
応
す
る
意
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
兄
の

オ
ケ
王
が
小
楯
の
琴
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
舞
い
、弟
の
ヲ
ケ
王
が
①
の
後
、

②
で
琴
の
演
奏
に
の
せ
て
歌
を
う
た
っ
た
と
い
う
記
述
に
『
文
選
』
の
語

が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。『
文
選
』
の
語
の
引
用
は
文
飾
的
な
利
用
と
い

う
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。「
赴
節
」
の
語
の
背
景
に
あ
る
琴
の
調
べ
の
不

思
議
な
力
を
も
含
め
て
引
用
さ
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

②
の
散
文
の
「
赴
節
歌
」
に
は
ヲ
ケ
王
の
歌
に
対
し
て
特
別
な
意
味
を

与
え
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
琴
が
天
皇
の
儀
礼
に
用
い
ら
れ
、
記
・
紀

で
は
天
皇
に
専
有
さ
れ
る
楽
器
と
し
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
か
ら
見
て
も（

（1
（

、

秉
燭
者
の
歌
ら
し
く
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
琴
の
弾
き
手
の
小
楯

は
播
磨
国
司
で
あ
っ
て
、
天
皇
の
御
言
持
ち
と
し
て
統
治
の
代
行
を
す
る

立
場
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
天
皇
儀
礼
の
歌
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
と

見
て
よ
い
。

　

①
②
の
散
文
に
「
小
楯
撫
絃
」「
赴
節
歌
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
部
分

だ
け
で
な
く
、
顕
宗
即
位
前
紀
全
体
に
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
①

の
散
文
に
は
兄
弟
二
王
が
名
告
り
を
譲
り
合
う
場
面
に
「
相
譲
再
三
」「
恭

敬
撙
節
。
退
譲
以
明
禮
。
可
謂
君
子
」
と
あ
り
、「
譲
」
と
い
う
主
題
が
『
芸

文
類
聚
』
人
部
「
譲
」
条
を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指

摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
「
譲
」
と
と
も
に
も
う
一
つ
の
主
題
が
「
絃
」「
節
」

に
見
ら
れ
る
「
礼
楽
」
で
あ
る
。

　

礼
楽
思
想
の
導
入
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
五
年
五
月
条
に
天
武
天
皇

の
意
向
と
す
る
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、「
礼
と
楽
と
二
つ
並

べ
て
し
平
け
く
」
が
「
天
下
を
治
め
賜
ひ
平
げ
賜
ひ
て
」
と
同
じ
文
脈
に

あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。『
礼
記
』「
楽
記
」
の
「
致
禮
楽
之

道
、
舉
而
錯
之
天
下
無
難
矣
」
に
あ
る
よ
う
な
、
礼
楽
の
徳
に
よ
る
統
治

が
紀
に
理
念
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
、
雄
略
紀
五
年
二
月
の
歌
や
十
二
年

十
月
の
琴
歌
な
ど
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

　

顕
宗
即
位
前
紀
は
「
譲
」
と
「
礼
楽
」
の
思
想
を
も
と
に
散
文
叙
述
が

構
成
さ
れ
、
琴
の
節
に
合
わ
せ
て
う
た
う
ヲ
ケ
王
の
歌
詞
「
そ
の
根
は
失

せ
ず
」
に
よ
っ
て
、
来
た
る
べ
き
兄
弟
二
王
の
即
位
と
そ
の
統
治
が
暗
示

的
に
予
告
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、二
つ
の
「
誥
」
と
散
文

　

③
の
散
文
に
は
「
作
殊

た
つ
づ
の

儛ま
ひ

。
誥
之
曰
」
と
あ
る
か
ら
、
舞
い
な
が
ら

③
を
「
誥た
け

び
て
」
言
っ
た
と
解
さ
れ
る
。「
殊
舞
」
は
古
く
は
「
立た
つ
づ
の
ま
ひ

出
舞
」

と
言
い
、立
っ
た
り
坐
っ
た
り
し
て
舞
う
と
の
語
注
が
あ
る
。『
書
紀
集
解
』
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は
語
注
を
養
老
私
記
か
ら
の
竄
入
と
す
る
が
、『
日
本
書
紀
私
記
』（
甲
本
）

に「
起
儛 
立
出
舞
。乍
坐
乍
立
舞
也
。東
舞
多
舞
豆
舞
也
。養
老
云
東
舞
多
舞
豆
舞
也
。

舞
状
乍
居
乍
起
而
舞
也
」
と
あ
る
の
は
、
小
楯
が
秉
燭
者
に
命
じ
た
「
起た

ち

て
舞ま

へ
」
の
注
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
「
殊
舞
」
と
「
起
舞
」
を
同
一
の

舞
と
見
た
と
も
考
え
ら
れ
、「
養
老
云
」
が
「
東
舞
」
の
注
に
な
っ
て
い

る
点
な
ど
、
竄
入
説
に
は
疑
問
が
残
る
。
新
編
全
集
『
日
本
書
紀
』
頭
注

は
タ
ツ
ヅ
が
「
立
チ
出
ヅ
（
立
ち
現
れ
る
）
の
意
」
で
、
②
の
第
四
句
「「
靡

き
起
き
立
ち
」
を
踏
ま
え
た
、
立
っ
た
り
坐
っ
た
り
す
る
舞
に
ち
な
む
命

名
か
」
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
②
の
歌
詞
を
基
点
と
し
て
ヲ

ケ
王
登
場
の
舞
が
叙
述
さ
れ
、
ま
た
「
起
ち
て
舞
へ
」
の
叙
述
に
も
な
っ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

③
と
④
の
「
誥
」
は
神
代
紀
上
と
神
武
即
位
前
紀
の
「
雄
誥
」
に
ヲ
タ

ケ
ビ
の
訓
注
が
あ
る
の
で
、タ
ケ
ビ
と
訓
ん
で
問
題
は
な
い
。記
に
は「
建
」

に
タ
ケ
ブ
の
訓
注
が
あ
り
、「
誥
」
の
用
字
を
見
な
い
。
紀
の
「
誥
」
字

を
検
討
し
て
み
る
と
、
十
五
例
中
八
例
が
「
雄
誥
」「
躡
誥
」
の
形
で
勇

猛
な
行
動
を
示
す
意
を
表
わ
し
、
③
④
を
含
む
五
例
が
「
曰
」
を
伴
う
形

で
言
葉
を
強
く
発
す
る
意
で
用
い
ら
れ
る
。
次
に
③
④
を
除
く
三
例
を
挙

げ
て
み
る
。

　
ａ�

時
五
瀬
命
矢
瘡
痛
甚
。
乃
撫
剱
而
雄
誥
之
曰
、
慨
哉
、
大
丈
夫
、
被

傷
於
虜
手
、
將
不
報
而
死
耶
。�

（
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
五
月
）

　

ｂ�

時
道
臣
命
、
審
知
有
賊
害
之
心
、
而
大
怒
誥
嘖
之
曰
、
虜
爾
所
造
屋
、

爾
自
居
之
。�

（
同
八
月
）

　
ｃ�

日
本
武
尊
、
雄
誥
之
曰
、
熊
襲
既
平
、
未
經
幾
年
、
今
更
東
夷
叛
之
。

�

（
景
行
紀
四
十
年
七
月
）

　
ａ
ｃ
の
「
雄
誥
」
は
ヲ
タ
ケ
ビ
シ
テ
と
訓
読
し
、
ａ
は
五
瀬
命
が
虜
に

対
す
る
憤
激
の
言
葉
を
強
く
告
げ
、
ｃ
は
日
本
武
尊
が
東
夷
の
平
定
を
勇

ま
し
く
告
げ
る
意
で
あ
る
。
ｂ
の
「
誥
嘖
」
は
タ
ケ
ビ
コ
ロ
ヒ
テ
と
訓
読

し
、道
臣
命
が
罵
倒
す
る
言
葉
を
虜
に
激
し
く
告
げ
る
意
を
表
わ
す
。「
誥
」

は
『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
「
誥 

告
也
、
謹
也
、
語
也
」、『
類
聚
名
義
抄
』
に

「
誥 

ツ
ク 

カ
ム
カ
フ 

ツ
ヽ
シ
ム 

ツ
カ
フ 

ア
ラ
ハ
ス 

謹
也 

語
也
」
と
あ
る
。
ａ

～
ｃ
の
「
誥
」
は
上
か
ら
下
に
告
げ
る
、
申
し
渡
す
意
で
通
る
。
紀
で
は

特
に
「
虜
」「
夷
」
な
ど
平
定
す
べ
き
下
位
の
者
を
対
象
と
す
る
用
字
意

識
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
③
④
の
「
誥
之
曰
」
に
は
上
か
ら
下
に
向
か
っ
て

告
げ
る
意
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
下
僕
で
あ
っ
た
オ
ケ
王
が
、
王
の

身
分
に
立
っ
て
小
楯
に
宣
言
す
る
意
を
表
わ
す
と
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全

注
釈
・
日
本
書
紀
編
』
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
「
誥
」
を
コ
ト
ア

ゲ
シ
テ
と
訓
む
こ
と
に
向
か
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
訓
み
の
可
否
は
別
に

し
て
、
こ
の
場
面
に
「
誥
」
を
用
い
る
紀
の
意
図
を
的
確
に
と
ら
え
て
い

る
。
す
な
わ
ち
①
②
で
は
秉
燭
者
で
あ
っ
た
立
場
が
③
で
王
に
転
換
し
、
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下
の
者
で
あ
る
小
楯
に
天
皇
の
「
御
裔
」
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
と
い
う

の
が
「
誥
」
の
用
字
に
示
す
紀
の
意
図
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る

と
、「
誥
」
に
「
ア
ラ
ハ
ス
」
の
訓
を
付
す
『
類
聚
名
義
抄
』
の
語
義
が

注
目
さ
れ
る
。「
誥
」
は
身
分
を
隠
し
て
き
た
ヲ
ケ
王
が
つ
い
に
王
の
姿

を
現
わ
す
と
い
う
意
を
も
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
に
引

い
た
タ
ツ
ヅ
の
「
立
チ
出
ヅ
（
立
ち
現
れ
る
）
の
意
」
に
も
結
び
つ
く
。

　

③
の
散
文
に
は
②
の
歌
を
聞
い
て
小
楯
が
「
可
怜
」
と
緩
慢
な
態
度
し

か
示
さ
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
「
天
皇
、
遂
作
殊
儛
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

つ
い
に
王
の
姿
を
現
わ
す
と
い
う
文
脈
な
の
で
あ
る
。「
殊
儛
」
は
ヲ
ケ

王
登
場
の
舞
と
前
に
述
べ
た
が
、
文
脈
上
の
意
味
と
し
て
は
王
族
し
か
舞

う
こ
と
の
で
き
な
い
宮
廷
の
秘
舞
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
を
受
け
て
「
誥
之
曰
」
の
記
述
が
あ
る
こ
と
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ

る
。
即
位
前
の
神
武
天
皇
と
天
皇
の
代
行
者
た
る
日
本
武
尊
に
し
か
出
て

こ
な
い
異
例
の
「
誥
之
曰
」
も
含
め
て
③
の
前
の
散
文
は
、
名
告
り
の
韻

文
詞
章
、
特
に
③
の
「
弟
日
、
僕
」、
④
の
「
天
萬
國
萬
押
磐
尊
御
裔
、
僕
」

の
詞
句
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

③
④
の
訓
読
文
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

倭や
ま
とは　

そ
そ
茅ち

原は
ら　

浅あ
さ

茅ち

原は
ら　

弟お
と

日ひ　

僕や
つ
こら

ま　

是こ
れ

な
り

石い
そ
の
か
み上　

振ふ
る

の
神か
む

椙す
ぎ　

本も
と

伐き

り　

末す
ゑ

截お
し
は
らひ　

市い
ち
の
へ
の
み
や

辺
宮
に　

天
あ
め
の
し
た下

治お
さ

め

た
ま
ひ
し　

天
あ
め
よ
ろ
づ
く
に
よ
ろ
づ
お
し
は
の
み
こ
と

万
国
万
押
磐
尊
の　

僕や
つ
こら
ま　

是こ
れ

な
り

「
そ
そ
茅
原　

浅
茅
原
」
は
「
出
雲
は　

新
墾
」、「
淡
海
は　

水
渟
む
国　

倭
は　

青
垣
」（『
播
磨
国
風
土
記
』
美
囊
郡
）
な
ど
と
同
様
、
国
讃
め
の

詞
章
で
あ
る（

（1
（

。「
彼
彼
」は
茅
の
葉
の
擬
声
語
を
表
わ
し
、「
さ
や
さ
や
」（
記

47
、
記
74
・
紀
41
）
と
同
じ
よ
う
に
充
足
す
る
状
態
を
表
わ
す
。
倭
の
国

を
讃
め
る
呪
詞
系
統
の
詞
章
で
、「
豊
葦
原
」
に
通
じ
る
始
原
の
風
景
に

よ
っ
て
称
辞
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　
「
弟
日
」
に
つ
い
て
『
書
紀
集
解
』
は
「
日
古
日
賣ノ

日
」
で
「
弟
彦
」

と
す
る
。
ヲ
ケ
王
は
倭
の
国
の
弟
王
で
あ
る
と
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
僕
ら
ま
」
の
接
尾
語
ラ
マ
は
表
記
に
は
な
い
が
、
図
書
寮
本
や
『
日
本

書
紀
私
記
（
甲
本
）』
に
古
訓
と
し
て
あ
り
、『
播
磨
国
風
土
記
』
美
囊
郡

の
名
告
り
の
詠
に
あ
る
「
奴
僕
良
麻
」
の
音
仮
名
表
記
に
よ
っ
て
根
拠
づ

け
ら
れ
る
。
こ
の
ラ
マ
は
下
僕
た
る
者
と
い
う
抽
象
化
さ
れ
た
意
味
の
語

を
構
成
す
る
と
さ
れ（

（1
（

、「
大
命
良
麻
止
」（
宣
命
第
一
詔
、『
続
日
本
紀
』
文

武
元
年
八
月
）
な
ど
詔
の
語
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
告
げ

渡
す
時
の
口
誦
語
と
「
誥
」
は
照
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
石
上　

振
の
神
榲
」
が
こ
こ
に
出
て
く
る
理
由
は
何
か
。「
本
伐
り　

末
截
ひ
」
を
起
こ
す
序
と
し
て
の
修
辞
的
役
割
は
当
然
あ
る
が
、
そ
れ
に

加
え
て
、
履
中
即
位
前
紀
に
「
太
子
、
便
居
於
石
上
振
神
宮
」、
仁
賢
紀

元
年
正
月
に
「
皇
太
子
於
石
上
広
高
宮
即
天
皇
位
」
と
あ
り
、
履
中
皇
統

の
ゆ
か
り
の
地
と
い
う
意
味
も
考
え
ら
れ
る
。「
伐
本
截
末
」
に
つ
い
て
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土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
日
本
書
紀
編
』
は
「
杉
の
枝
を
切
り
払
う

よ
う
に
、
天
下
を
平
定
し
た
押
磐
尊
…
…
と
続
く
文
脈
」
と
解
し
、
新
編

全
集
『
日
本
書
紀
』
頭
注
は
『
文
選
』「
長
笛
賦
」
に
出
典
を
指
摘
し
、「
根

元
と
先
の
方
を
切
り
払
う
意
」
と
す
る
。

膺
陗
阤
、
腹
陘
阻
。
逮
乎
其
上
、
匍
匐
伐
取
。
挑
截
本
末
、
規
摹
彠

矩
。
虁
襄
比
律
、
子
壄
恊
呂
。

「
伐
」「
截
」
は
竹
を
切
り
調
え
る
意
で
あ
る
か
ら
、
椙
の
根
本
や
枝
葉
を

伐
り
払
う
こ
と
を
天
下
統
治
の
意
に
用
い
た
比
喩
的
な
措
辞
と
見
て
よ

い
。『
篆
隷
万
象
名
義
』に「
截 

裁
也 
治
也 
断
也
」、『
類
聚
名
義
抄
』の「
截
」

の
訓
に
「
キ
ル 

タ
ツ 

ヲ
サ
ム 

ト
ヽ
ノ
フ
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
伐
り

払
う
」
と
「
統
治
す
る
」
は
比
喩
的
と
い
う
よ
り
同
義
的
で
あ
る
。
そ
れ

は
『
万
葉
集
』
に
「
天あ
め

の
下し
た　

治
賜
（
を
さ
め
た
ま
ひ
）　

一
に
云
ふ
、

掃
賜
而
（
は
ら
ひ
た
ま
ひ
て
）」「
ち
は
や
ぶ
る　

人
を
和や
は

せ
と　

ま
つ
ろ

は
ぬ　

国
を
治
跡（
を
さ
め
と
）　

一
に
云
ふ
、掃
部
等（
は
ら
へ
と
）」（
１
・

一
九
九
）
と
あ
り
、「
治
め
」
の
異
伝
に
「
払
ひ
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
も

確
か
め
ら
れ
る
。「
末
截
ひ
」
は
「
治
め
た
ま
ひ
し
」
に
同
義
的
関
係
で

か
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
「
市
辺
宮
に　

天
下
治
め
た
ま
ひ
し　

天
万
国
万
押
磐
尊
の
」
は
明
ら

か
に
押
磐
皇
子
の
即
位
を
伝
え
て
い
る
。
事
実
、『
播
磨
国
風
土
記
』
に

は
ヲ
ケ
王
の
詠
に「
山
投
坐　

市
辺
之
天
皇
」と
出
て
く
る
。『
古
事
記
伝
』

は
教
え
子
の
青
柳
種
麻
呂
の
説
と
し
て
、
安
康
崩
御
後
に
押
磐
皇
子
が
市

辺
宮
で
即
位
し
、
雄
略
に
殺
害
さ
れ
る
ま
で
天
皇
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
紹

介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
記
・
紀
に
押
磐
皇
子
の
即
位
の
記
述
は
な
く
、

歴
史
的
事
実
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
系
譜
で
述

べ
た
よ
う
に
、
顕
宗
即
位
前
紀
に
は
そ
れ
以
前
の
天
皇
紀
と
異
な
る
記
述

が
あ
り
、
こ
の
「
押
磐
尊
」
の
詞
章
も
押
磐
皇
子
を
神
聖
化
す
る
作
業
の

一
環
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
、
こ
の
神
聖
化
が
紀
の
潤
色
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
基
づ
く
べ

き
根
拠
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
「
譜
第
」
と
い
う
資
料
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
顕
宗
即
位
前
紀
が
「
誥
」
で
意
図
し
て
い
る
の
は
、

次
に
示
す
よ
う
に「
押
磐
尊
」天
皇
に
始
ま
る
履
中
系
の
皇
統
で
あ
っ
て
、

雄
略
の
允
恭
系
に
対
し
て
も
う
一
つ
の
皇
統
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
主

張
で
あ
る
。

履
中
天
皇

─
市
辺
押
磐
皇
子

─
忍
海
飯
豊
青
尊

─
顕
宗
天
皇

─
仁
賢
天
皇

允
恭
天
皇

─
雄
略
天
皇

─
清
寧
天
皇

「
御
裔
」
の
訓
は
ミ
ア
ナ
ス
ヱ
で
、
清
寧
記
に
「
末
」、『
播
磨
国
風
土
記
』

に
「
御
足
末
」
と
あ
る
。「
裔
」
は
景
行
紀
四
年
二
月
に
「
当
今
時
、
謂

諸
国
之
別
者
、
即
其
別
王
之
苗
裔
焉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
子
孫
の
意
味
で

あ
っ
て
子
に
限
定
で
き
な
い
。
あ
え
て
「
御
裔
」
と
し
た
の
は
「
押
磐
尊
」
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天
皇
に
始
ま
る
皇
統
を
表
明
す
る
名
告
り
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
履
中
天
皇
か
ら
始
ま
る
清
寧
記
の
名
告
り
と
大
き
く
異
な
る

と
こ
ろ
で
、
顕
宗
即
位
前
紀
の
名
告
り
に
は
「
押
磐
尊
」
天
皇
に
始
ま
る

オ
ケ
・
ヲ
ケ
王
朝
と
い
う
歴
史
叙
述
の
意
図
が
明
確
に
表
わ
れ
て
い
る
。

六
、「
室
寿
」「
歌
」「
誥
」
と
「
嗣
」
の
歴
史
叙
述

　
「
室
寿
」「
歌
」「
誥
」
の
韻
文
詞
章
は
そ
れ
ぞ
れ
表
記
が
異
な
る
と
こ
ろ

か
ら
、一
見
す
る
と
、
別
々
の
資
料
の
寄
せ
集
め
と
言
え
な
く
も
な
い
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
詞
章
内
容
を
検
討
し
、
散
文
と
の
関
係
を
読
み
解
い
て

き
た
結
果
、
韻
文
詞
章
の
あ
い
だ
に
緊
密
な
関
係
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ

は「
歌
」を
軸
と
す
る
つ
な
が
り
で
あ
る
。こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
図
示
す
る
。

「
室
寿
」
醸
め
る
酒
…
…
吾
が
子
等
／
旨
酒
…
…
吾
が
常
世
等

　
　
　
　

↓

「
歌
」　

稲
蓆 

…
… 

靡
き
起
き
立
ち　

そ
の
根
は
失
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

↓

「
誥
」　

倭
は
…
…
弟
日　

僕
ら
ま　
　
　

「
誥
」　�

市
辺
宮
に　

天
下
治
め
た
ま
ひ
し　

天
万
国
万
押
磐
尊
の　

御
裔

僕
ら
ま

　

酒
宴
の
座
か
ら
「
稲
蓆
」
を
起
こ
し
、「
靡
き
起
き
立
ち　

そ
の
根
は

失
せ
ず
」
の
下
の
句
か
ら
「
押
磐
尊
」
天
皇
の
子
孫
と
す
る
名
告
り
へ
の

つ
な
が
り
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。
吉
田
修
作
氏
は
「
室
寿
き
の
中
に

名
告
り
の
位
相
が
内
包
さ
れ
て
い
て
」、「
歌
」
に
よ
っ
て
「
ヲ
ケ
ノ
命
の

正
式
な
名
告
り
を
誘
導
し
た
」
と
、
そ
の
関
連
性
に
言
及
し
て
い
る（

（2
（

。
四

詞
章
が
「
歌
」
を
中
心
に
あ
た
か
も
連
作
的
構
成
の
如
き
一
体
性
を
も
っ

て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
四
詞
章
が
そ

れ
だ
け
で
成
り
立
つ
構
造
体
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
散
文
は
そ
の

あ
い
だ
を
説
明
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　

こ
の
四
詞
章
を
一
つ
の
構
造
体
と
し
て
見
た
時
、「
歌
」と「
室
寿
」「
誥
」

の
韻
文
詞
章
と
し
て
の
違
い
が
問
題
と
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ

ら
は
呪
詞
性
や
韻
律
性
を
も
つ
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
。「
室
寿
」「
誥
」

の
表
記
も
訓
字
中
心
の
和
文
体
で
あ
っ
た
。
訓
注
に
は
五
音
句
や
七
音
句

も
目
に
付
く
。
つ
ま
り
、「
歌
」
と
、
歌
で
は
な
い
け
れ
ど
も
歌
に
近
い

韻
文
詞
章
の
構
造
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

紀
に
は
歌
だ
け
で
な
く
、
歌
に
近
い
韻
文
詞
章
も
混
在
し
て
い
る
。
そ

の
一
端
は
ⅰ
～
ⅵ
の
詞
章
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
藤
井
貞
和
氏
が
「
儀
礼

以
前
の
歌
謡
状
態
」
あ
る
い
は
「
う
た
の
未
開
状
態（

（2
（

」
と
と
ら
え
た
歌
の

未
分
化
と
は
ま
だ
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
紀
が
「
室
寿
」
に
ホ
キ

ヲ
ハ
リ
テ
（「
寿
畢
」）、「
歌
」
に
コ
ト
ノ
フ
シ
ニ
ア
ハ
セ
テ
ミ
ウ
タ
ヨ
ミ
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シ
テ
（「
赴
節
歌
」）、「
誥
」
に
ウ
タ
ハ
シ
ム
（「
使
唱
之
」）
と
記
述
し
た

の
は
、
歌
状
態
の
詞
章
に
対
す
る
分
節
化
の
試
み
に
他
な
ら
な
い
。
ム
ロ

ホ
ク
、
ウ
タ
ヨ
ム
、
タ
ケ
ビ
テ
ウ
タ
フ
は
こ
の
構
造
体
が
ヲ
ケ
王
に
よ
る

一
連
の
口
頭
詞
章
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
声
の
言
葉
に
呪

的
な
力
を
認
め
、紀
は
そ
こ
に
政
治
的
な
権
威
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
構
造
体
は
紀
が
創
り
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
前

に
、
四
詞
章
だ
け
で
成
り
立
つ
構
造
体
と
、
既
存
の
も
の
の
よ
う
な
言
い

方
を
し
た
が
、
そ
れ
を
確
か
め
る
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
記

に
は
一
つ
の
名
告
り
の
「
詠
」、『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
六
句
と
九
句
の

「
詠
辞
」
し
か
な
い
の
に
対
し
て
、
紀
で
は
「
歌
」
を
中
心
に
四
詞
章
で

構
成
す
る
。
名
告
り
の
詞
句
に
類
似
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
書
に
は
共

通
の
原
資
料
が
あ
っ
た
と
い
う
想
定
も
可
能
で
あ
る
が
、
他
の
部
分
に
大

き
な
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
資
料
的
根
拠
が
あ
っ
た
と
見
た
方
が
よ

い
。
特
に
紀
の
場
合
、
ヲ
ケ
王
の
「
歌
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
点
に
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
歌
」
を
記
す
の
は
紀
だ
け
で
あ
っ
て
、
琴

の
節
に
合
わ
せ
て
う
た
う
と
い
う
記
述
は
、
こ
の
「
歌
」
の
来
歴
を
示
唆

す
る
。
雄
略
紀
の
礼
楽
思
想
に
関
わ
る
琴
歌
は
宮
廷
歌
曲
に
属
す
る
と
見

ら
れ
る
し
、
建
内
宿
禰
が
天
皇
か
ら
琴
を
賜
っ
て
う
た
っ
た
仁
徳
記
の
歌

に
は「
本
岐
歌
の
片
歌
」と
い
う
宮
廷
歌
曲
名
が
付
い
て
い
る
。こ
の「
歌
」

に
つ
い
て
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
日
本
書
紀
編
』
は
「
述
作
者
の

立
場
か
ら
す
る
批
評
的
な
歌
で
、
時
人
の
歌
的
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と

す
る
が
、「
述
作
者
」
の
実
体
が
明
ら
か
で
な
く
、
そ
れ
が
紀
の
編
纂
者

と
す
れ
ば
紀
の
創
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
紀
の
歌
全
体
に
関
わ
っ
て
疑

問
が
残
る
。
記
・
紀
に
お
い
て
創
作
歌
を
散
文
に
は
め
込
む
と
い
う
状
況

は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
山
路
平
四
郎
『
記
紀
歌
謡
評
釈
』
が
「
民

衆
の
謡
物
か
ら
は
縁
が
遠
い
」
と
し
て
宮
廷
歌
曲
と
推
定
す
る
点
は
首
肯

で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
歌
」
は
宮
廷
歌
舞
の
中
に
伝
来
し
た
、
二

王
の
歴
史
に
関
わ
る
宮
廷
の
琴
歌
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
の
「
歌
」
は
な
ぜ
ヲ
ケ
王
登
場
の
「
室
寿
」
と
名
告
り
の
「
誥
」
の

中
心
に
あ
っ
て
顕
宗
即
位
前
紀
に
記
述
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
か
。

最
後
に
、
こ
の
問
い
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
「
歌
」
が
も
つ
叙

事
に
あ
る
と
見
て
よ
い
。「
靡
き
起
き
立
ち
」
の
句
は
雄
略
に
よ
る
父
殺

害
の
た
め
に
播
磨
に
潜
伏
す
る
こ
と
に
な
っ
た
二
王
の
発
見
と
再
起
を
伝

え
、「
そ
の
根
は
失
せ
ず
」
は
二
王
の
即
位
と
履
中
皇
統
の
復
活
を
物
語
っ

て
い
て
、
こ
の
「
歌
」
の
叙
事
は
顕
宗
即
位
の
経
緯
に
合
致
す
る
。「
室
寿
」

と
の
関
係
で
言
え
ば
、
秉
燭
者
か
ら
皇
位
継
承
者
に
立
場
が
変
わ
り
、
名

告
り
の
「
誥
」
に
よ
っ
て
二
王
の
復
権
と
い
う
「
歌
」
の
叙
事
が
明
確
に

な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
歌
」
の
叙
事
か
ら
も
四
詞
章
が
二
王
の

即
位
と
履
中
皇
統
の
復
活
を
語
る
構
造
体
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
う
る
。

　
「
歌
」
を
記
す
顕
宗
即
位
前
紀
が
異
例
の
分
量
の
多
さ
で
あ
る
こ
と
は
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前
に
触
れ
た
。
ま
た
、
履
中
紀
系
譜
と
の
違
い
を
譜
第
で
補
う
修
正
に
つ

い
て
も
述
べ
た
。
す
べ
て
は
二
王
の
信
憑
性
と
正
統
性
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
る
。
名
告
り
の
韻
文
詞
章
は
皇
位
継
承
者
の
正
統
性
を
証
明
す
る
手
段

に
他
な
ら
な
い
。
記
・
紀
、『
風
土
記
』
に
共
通
す
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ

は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、「
押
磐
尊
」
天
皇
に
始
ま
る
皇
孫
と
い
う

名
告
り
は
、
来
た
る
オ
ケ
・
ヲ
ケ
王
朝
へ
の
強
い
予
言
の
呪
詞
に
な
っ
て

い
る
。

　

そ
の
名
告
り
は
「
歌
」
に
よ
っ
て
信
憑
性
と
正
統
性
が
与
え
ら
れ
る
と

も
言
え
る
。「
歌
」
は
一
字
一
音
表
記
で
示
す
完
全
な
和
語
で
あ
る
。
訓

字
主
体
の
「
室
寿
」「
誥
」
よ
り
も
、
う
た
い
手
の
言
葉
と
し
て
直
接
的

で
あ
る
。
一
字
一
音
表
記
の
「
歌
」
は
声
の
言
葉
と
し
て
の
身
体
性
を
も

つ
が
ゆ
え
に
、「
歌
」
の
言
葉
は
事
実
と
見
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ヲ
ケ

王
の
言
葉
と
し
て
の
信
憑
性
と
正
統
性
が
「
歌
」
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る

仕
組
み
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
仕
組
み
は
記
・
紀
に
歌
が
あ
る
こ
と
の
基

本
的
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
紀
に
は
う
た
い
手
の
声
と

い
う
事
実
性
を
「
歌
」
に
認
め
る
「
歌
」
観
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
紀
の
「
歌
」
よ
る
歴
史
叙
述
を
成
り
立
た
せ
る
考
え
方
で
あ
る
。
声

に
よ
る
事
実
性
の
保
証
は
こ
の
構
造
体
の
ホ
ク
、
タ
ケ
ブ
に
も
及
ん
で
い

る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

清
寧
紀
二
年
二
月
条
は
天
皇
に
御
子
が
い
な
い
こ
と
を
記
述
し
、
十
一

月
条
の
最
後
に
二
王
発
見
の
報
を
聞
い
た
天
皇
が
「
朕
無
子
也
。
可
以
為

嗣
」
と
宣
言
し
、
二
王
の
皇
位
継
承
を
記
載
す
る
。
四
詞
章
を
中
心
と
す

る
顕
宗
即
位
前
紀
は
こ
の
ヒ
ツ
ギ
（「
嗣
」）
の
た
め
に
書
か
れ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。「
嗣
」
は
皇
極
紀
元
年
十
二
月
に
「
奉
誄
日
嗣
」、
持
統
紀

二
年
十
一
月
に
「
奉
誄
皇
祖
等
之
騰
極
次
第
。
禮
也
。
古
云
日
嗣
也
」
と

も
記
す
。「
騰
極
次
第
」
は
皇
統
譜
と
見
ら
れ
、「
日
嗣
」
は
記
序
文
に
「
帝

皇
日
継
」
と
も
言
う
。
日
の
御
子
と
し
て
天
皇
位
を
嗣
ぐ
意
と
考
え
ら
れ

る
。
清
寧
天
皇
後
の
皇
位
不
在
は
「
嗣
」
の
危
機
で
あ
っ
た
。
顕
宗
即
位

前
紀
の
最
大
の
目
的
は
ヲ
ケ
王
の
「
嗣
」
す
な
わ
ち
皇
位
継
承
を
正
統
な

も
の
と
す
る「
嗣
」の
歴
史
叙
述
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
室
寿
」「
歌
」

「
誥
」
と
い
う
四
詞
章
の
構
造
体
は
、
二
王
の
信
憑
性
と
正
統
性
を
示
す

た
め
に
紀
が
意
図
し
た
「
嗣
」
の
歴
史
叙
述
に
他
な
ら
な
い
。

結
び

　

顕
宗
即
位
前
紀
の
「
室
寿
」「
歌
」「
誥
」
と
い
う
構
造
体
は
、
紀
に
お

い
て
異
例
の
形
態
で
あ
る
。
二
王
の
「
舞
」
の
順
番
で
「
譲
」
の
主
題
を

漢
籍
の
文
飾
を
鏤
め
た
正
格
の
漢
文
で
劇
的
に
記
述
し
た
紀
が
、「
名
告

り
」
の
場
面
で
は
対
照
的
に
四
詞
章
の
構
造
体
と
散
文
に
よ
る
説
明
で
記

述
す
る
。
そ
こ
に
あ
る
紀
の
意
図
が
「
嗣
」
を
主
題
と
す
る
歴
史
叙
述
に
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あ
る
こ
と
を
小
論
で
は
述
べ
て
き
た
。「
歌
」
を
中
心
に
和
文
体
で
書
記

さ
れ
た
構
造
体
と
そ
の
散
文
叙
述
は
、
紀
が
示
し
た
新
た
な
表
現
形
態
と

し
て
と
ら
え
う
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
展
開
し
た
か
と
い

う
課
題
は
、
今
後
さ
ら
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も

こ
の「
歌
」に
ま
つ
わ
る
落
魄
の
貴
種
の
話
は
、『
俊
頼
髄
脳
』を
経
て『
慈

元
抄
』
に
ま
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
世
的
バ
リ
ア
ン
ト
さ
え
生
み
出
し

て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

注（１
）	「
蟹
の
歌

─
応
神
記
・
日
継
物
語
の
方
法
」（『
文
学
』
二
〇
一
二
年
一
月
）、「
歌

謡
を
め
ぐ
る
謎　

な
ぜ
、
た
く
さ
ん
の
歌
が
収
め
ら
れ
た
の
か
？
」（『
歴
史
読
本
』

二
〇
一
二
年
四
月
）、「
置
目
来
ら
し
も

─
『
古
事
記
』
の
最
終
歌
二
首
と
日
継

物
語

─
」（『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
一
三
年
五
月
）
な
ど
。

（
２
）	

新
編
全
集
『
日
本
書
紀
』
頭
注
に
、『
晋
書
』
杜
預
伝
の
「
衆
家
譜
第
」
を
引
い

て
帝
紀
の
類
か
と
し
、
記
序
に
「
諸
家
之
所
齎
帝
紀
及
本
辞
、
既
違
正
実
、
多
加

虚
偽
」
と
あ
る
よ
う
に
、
異
本
が
生
じ
て
い
た
と
想
定
す
る
。
青
木
周
平
「
風
土

記
と
記
紀
の
関
係

─
播
磨
国
風
土
記
オ
ケ
・
ヲ
ケ
説
話
を
中
心
に

─
」（『
上

代
文
学
』
二
〇
〇
七
年
四
月
）
は
「
家
々
の
系
譜
の
類
」
と
す
る
。

（
３
）	『
古
事
記
伝
』
は
「
其
後
雄
略
・
清
寧ノ

二
御
代
を
経ヘ

て
、
今
な
ほ
童
な
る
べ
き
に

非
ず
」
と
す
る
。
し
か
し
、「
此ノ

二
柱ノ

王
は
、
実
は
忍
歯ノ

王
の
御
子
に
は
あ
ら
で
、

御
孫
に
や
坐
け
む
」
と
、
誤
伝
と
す
る
の
に
は
従
え
な
い
。

（
４
）	

三
浦
佑
之
「
話
型
の
伝
承
性

─
オ
ケ
王
と
ヲ
ケ
王
」（『
古
代
叙
事
伝
承
の
研
究
』

一
九
九
二
年
、
初
出
は
一
九
八
五
年
四
月
）
は
、「
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
」
の
話
型

か
ら
オ
ケ
・
ヲ
ケ
に
継
子
と
い
う
伝
承
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
５
）	

こ
の
訓
注
は『
釈
日
本
紀
』の
巻
二
十
三
和
歌
に
見
え
な
い
が
、紀
巻
十
五
の
も
っ

と
も
古
い
写
本
で
あ
る
図
書
寮
本
に
は
確
認
で
き
る
の
で
、
養
老
四
年
成
立
の
原

文
に
遡
り
う
る
本
文
と
見
て
お
く
。
な
お
、
紀
の
原
本
は
存
在
し
な
い
の
で
、
厳

密
に
は
こ
こ
で
言
う
原
文
と
は
「
校
異
に
よ
っ
て
再
建
が
期
待
さ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
本
文
（
ほ
ん
も
ん
）」（
中
村
啓
信
「
古
写
本
の
研
究
と
現
代
」『
歴
史
読
本
』

二
〇
〇
七
年
十
一
月
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
６
）	

土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
日
本
書
紀
編
』（
一
九
七
六
年
）

（
７
）	

毛
利
正
守
「
和
文
体
以
前
の
「
倭
文
体
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
萬
葉
』
二
〇
〇
三
年

九
月
）
は
、
日
本
語
文
の
意
味
で
和
文
体
と
称
さ
れ
て
き
た
上
代
の
文
体
に
対
し

て
、「
倭
文
体
」
の
呼
称
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
一
般
的
呼
称
に
配
慮
し

て
和
文
体
を
用
い
る
が
、
小
論
で
取
り
上
げ
る
紀
の
韻
文
詞
章
の
書
記
と
い
う
問

題
に
と
っ
て
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
。

（
８
）	

亀
井
孝
「
古
事
記
は
よ
め
る
か
」（『
古
事
記
大
成
３
言
語
文
字
篇
』
一
九
五
七
年
）

は
清
寧
記
の
名
告
り
の
詠
に
対
し
て
、「
室
壽
の
詞
」
の
「
資
料
が
、
原
形
の
お

も
か
げ
を
と
ゞ
め
た
か
た
ち
で
、
古
事
記
の
な
か
に
挿
入
さ
れ
た
い
ち
じ
る
し
い

例
な
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
れ
は
紀
の
①
か
ら
④
に
も
同

様
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
和
文
を
表
記
し
た
多
様
な
資
料
も
紀
の
編
纂
に

用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
９
）	

多
田
一
臣
『
古
代
文
学
表
現
史
論
』（
一
九
九
八
年
）
は
こ
の
託
宣
の
言
葉
に
「
称

辞
が
多
用
さ
れ
る
な
ど
表
現
が
韻
律
を
も
」
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
10
）	

新
編
全
集
『
日
本
書
紀
』
頭
注
は
「
履
中
天
皇
の
皇
太
子
時
代
の
呼
称
」
で
、「
皇

位
継
承
上
の
呪
器
た
る
ツ
ル
ギ
タ
チ
（
剣
刀
）
を
身
に
添
え
持
っ
て
い
る
皇
太
子

去
来
穂
別
皇
子
よ
」
の
意
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、
皇
位
継
承
に
関
わ
る
予
兆
（
喩

的
）
の
呪
言
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
11
）	
注
（
６
）
同
書
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（
12
）	

土
橋
寛
「
宮
廷
寿
歌
と
そ
の
社
会
的
背
景

─
「
天
語
歌
」
を
中
心
と
し
て

─
」

（『
古
代
歌
謡
論
』
一
九
六
〇
年
、
初
出
は
一
九
五
六
年
六
月
）
は
、「
漸
層
的
対

句
」
に
つ
い
て
「
木
の
葉
の
呪
力
が
蓄
積
さ
れ
」、「
酒
は
マ
ナ
に
満
ち
た
飲
物
と

な
る
」
と
い
う
表
現
効
果
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
13
）	

居
駒
「
古
事
記
の
歌
と
琴
歌
譜

─
琴
の
声
の
命
脈
」（『
古
代
の
歌
と
叙
事
文
芸

史
』
二
〇
〇
三
年
、
初
出
は
一
九
九
四
年
二
月
）。

（
14
）	

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學　

上
』（
一
九
六
二
年
）

（
15
）	

記
の
方
に
も
天
皇
儀
礼
と
琴
（
歌
）
と
の
関
係
が
記
さ
れ
る
。
仁
徳
記
の
雁
の
卵

問
答
歌
や
雄
略
記
の
吉
野
の
童
女
の
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
礼
楽
思
想
と
の
直
接

的
な
関
係
と
い
う
よ
り
も
、
宮
廷
儀
礼
に
組
み
込
ま
れ
た
琴
（
歌
）
を
記
す
も
の

で
あ
っ
て
、
琴
（
歌
）
を
含
む
宮
廷
儀
礼
の
歌
舞
が
礼
楽
思
想
の
受
け
皿
に
な
っ

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
清
寧
記
の
名
告
り
の
詠
に
「
如
調
八
絃

琴　

所
治
賜
天
下
」
と
あ
る
の
は
、
礼
楽
思
想
に
影
響
さ
れ
た
詞
句
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う（
西
本
香
子『
古
代
日
本
の
王
権
と
音
楽
』二
〇
一
八
年
）。

（
16
）	

注
（
６
）
同
書

（
17
）	

大
久
間
喜
一
郎
・
居
駒
永
幸
編
『
日
本
書
紀
［
歌
］
全
注
釈
』（
二
〇
〇
八
年
）

の
居
駒
担
当
「
顕
宗
紀
①
弘
計
王
の
室
寿
」。

（
18
）	『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
』

（
19
）	

注
（
６
）
同
書
は
「
天
万
国
万
」
が
孝
徳
天
皇
の
諡
号
に
類
似
し
、
こ
の
条
し
か

見
え
な
い
こ
と
か
ら
、「
か
な
り
新
し
い
時
代
の
述
作
」
と
し
て
い
る
。

（
20
）	「「
詠
」
論

─
ヲ
ケ
ノ
命
の
名
告
り
と
乞
食
者
詠

─
」（『
こ
と
ば
の
呪
性
と
生

成
』
一
九
九
六
年
、
初
出
は
一
九
九
四
年
）

（
21
）	『
古
日
本
文
学
発
生
論
』
一
九
七
八
年

（
22
）	

注
（
17
）
同
書

（
23
）	

注
（
17
）
同
書


